
独立行政法人農業環境技術研究所 第４回契約監視委員会 議事概要

１．日 時 平成２４年１１月１日（木）１３：３０～１６：００

２．場 所 独立行政法人農業環境技術研究所来賓室

３．出席者 今村委員、小沼委員、坂東委員、水谷委員

４．議 題

（１）契約状況の点検、見直しについて

① 平成２３年度下半期、２４年度上半期に実施した競争性のない随意契約の審査

② 平成２３年度下半期、２４年度上半期に実施した入札の結果１者応札・１者応募となった

ものの審査

（２） その他

５．議事概要

審議に先立ち、委員長選任について協議し、水谷委員を委員長に選出した。

（１）契約状況の点検、見直しについて

入札公告の改善状況、平成２０年度から平成２３年度における契約状況のフォローアップに

ついて説明を行い、平成２３年度下半期及び平成２４年度上半期の契約について審議を行った。

① 平成２３年度下半期、２４年度上半期に実施した競争性のない随意契約の審査

○ 国際会議開催に伴う会場等借上げ契約について、仕様書における設備、アクセス時間の

要件が厳しいのではないかとの意見があった。

② 平成２３年度下半期、２４年度上半期に実施した入札の結果１者応札・１者応募となった

ものの審査

○ 研究機器の保守業務契約及び運転等業務契約について、契約金額が高いのではないか、

機器保守の一般的な部分と特殊な部分等の切り分けは出来ないかとの意見があった。

○ アンケート結果から、応札しなかった理由として、認証資格、検定資格の要件が挙げら

れており、これらの資格要件を外せないかとの意見があった。

○ 労働者派遣業務（研究開発）について、実務経験を有する要件によって１者応札になっ

ているのではないかとの意見があった。

○ 研究機器購入契約２件について、温度設定等の要件数値がカタログ値そのままではない

かとの意見があった。

（２）その他

随意契約見直し計画の達成に向けた取り組みについて、機器構成品の部分的な更新に際して

の仕様書の工夫等について説明があった。また、４法人統合が予定されていることを踏まえ、

契約金額のスケールメリット等について意見交換を行った。

その他、これまでの委員会における意見と対応の整理等、資料の充実について要望があった。

以 上


